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　いつの時代も、人は海の恵みをうけて暮ら

してきました。海でとれる魚介類をはじめ、

釣りやサーフィンなどのレジャーによる楽し

み、雄大な自然景観から感じる感動や癒しな

ど、恵みの種類は様々です。その一方で、嵐

や津波など、海は時に荒々しい顔をみせるこ

ともあります。そんな海に対して、人は様々

な想いをいだいてきました。海に面した表浜

地域の人たちの、海に対する想いについて、

少し考えてみましょう。
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役員
会長 多田辰郎（六連校区総代）

副会長 　橋昭好（東部校区総代）、大羽敏（神戸校区総代）、村瀬精彦（大草校区総代）

委員

市議会議員 伊与田知養、赤尾昌昭、彦坂雄三、角谷敏夫

漁業関係者 冨田實（神戸漁業協同組合長）、松井一光（六連漁業協同組合長）

市農業委員 細井儀宣、三浦重芳、冨田政彦、清水一美

市役所 菰田信幸（副市長）、川口侃（教育長）、菰田敏則（経済部長）、林勇夫（建設部長）、讃岐俊宣（都市整備部長）

顧問 鈴木克幸（田原市長）、鈴木愿（愛知県議会議員）、伊藤欣夫（愛知みなみ農業協同組合代表理事組合長）

事務局 田原市役所総務部（企画課）、八木学（総務部長）

潮騒 Vol.10６

　本協議会も発足以来10年を経過し、東部、神戸、

大草、六連の４校区が一丸となった活動によっ

て、少しずつ自立した地区活動が行われ、一部で

は成果が形となって参りました。

　本協議会は、中学校区単位での活動という他に

例のない特徴的な取組みとして、今後の田原市に

おける地域づくりのモデルとなるものと自負し

ています。

　市民と行政の協働が求められる中、今後も、４

校区のつながりをより深くするとともに、他の表

浜地域との連携も視野に入れながら、行政と一体

となった効果的な太平洋岸の整備促進を図るよ

う、努めて参りたいと思います。

　田原市東部太平洋岸総合整備促進協議会

  　　会長　多田辰郎

◆協議会活動の経過◆

H8.1 協議会発足
H8.3 沿岸部に関する地元要望作成
H9.3 基本構想「サングリーン２１」策定
方向性≫ ・自然環境の保全と活用
 ・農業基盤、農村環境の整備
 ・観光・レクリエーション施設の整備
 ・幹線道路の整備
展開≫ ・太平洋岸の魅力を発信するイベントの開催
 ・海浜・崖森・農地エリアのエリア別の整備促進
 ・渥美半島全体の連絡調整
 ・関係機関への要望運動等の展開
H9.11 専門部会設置
H10.3 海浜・崖森エリアの基本計画策定
H10.10 農地エリア整備の地元検討書作成
H10.11 第1回表浜自然ふれあいフェスティバル開催（以後毎年開催）
H14.9 環境保全啓発看板の設置（大草海岸を始め６箇所の海岸に設置）
H14.11 海浜拠点整備地区の選定（谷ノ口地区）
H15.3 ええZONEガーデン整備計画策定（谷ノ口総合整備促進協議会）
H16.7 国土交通省事業－地域振興アドバイザーを受け入れ（　〃　）
H17.3 谷ノ口地区整備基本計画策定（　〃　）

◆協議会組織◆［平成20年9月現在・順不同］

◆会長あいさつ◆

ハード事業

◆海岸整備（県事業）

　◇海岸保全事業（傾斜護岸）：百々海岸（H19）、離岸堤調査（豊橋田原海岸）　◇海岸治山事業：８箇所要望中

◆拠点地区の整備促進（市事業）

　◇公衆便所整備事業：谷ノ口海岸（H9）・大草海岸（H10）・百々海岸（H11）・東ヶ谷海岸（H13）

　◇海岸駐車場事業：大草海岸（H11）・百々海岸（H12）

　◇道路整備事業：南谷ノ口１号線改良（H15）・寺前上り口線拡張（H16～H18）・高畑谷ノ口線改良

（H17）・谷ノ口海岸線拡張（H17～）・R42公民館前交差点改良（H18）

　◇公園整備事業：（仮称）谷ノ口森林レクリエーション公園整備（H18～）

ソフト事業

◆表浜自然ふれあいフェスティバル（協議会事業）

　◇メイン海岸：H10谷ノ口海岸・H11大草海岸・H12百々海岸・H13東ヶ谷海岸・H14大草海岸・H15百々海岸・H16分散開催・H17大

草海岸・H18百々海岸・H19東ヶ谷海岸

◆表浜のレクリエーション

　◇健康ウォーキング大会（市教育委員会）：H10東ヶ谷海岸・H11大草海岸・H14谷ノ口海岸・H15百々海岸

　◇ふれあいウォーキング大会（六連青少年健全育成）：H13六連海岸

ハード事業

◆農村・農地の整備（市事業）

　◇農村総合整備：神戸地区（H12～H16）・大草、高松地区（H18～）・東部地区（H19～）

　◇農用地基盤整備事業：谷熊新田排水対策（H20～）　◇農地・水・環境保全向上対策

ソフト事業

◆農地基盤に関する実態調査（市事業）

　◇農地基盤再整備に関する調査：H11表浜全域

「みんなで考え・行動する地域づくり」

田原市東部太平洋岸総合整備促進協議会の概要

●表浜自然ふれあいガーデン

多額の予算を必要

とする海岸保全事業

の継続的な実施には、

国土保全・防災面に加

え、表浜海岸の持つ多

面的価値の創造を行

い、投資効果の向上を

図る必要があります。

道路・排水・農地区画・

ため池などの農業基盤に加

え、集落環境を含め総合的

な整備促進を図ります。

実現に向けての動き

●農地エリアの整備 実現に向けての動き
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　あいにくの天候でしたが、約2000名の参加者が、久

美原海岸～大草海岸までの海岸清掃・ごみ拾いを実

施しました。参加者たちは、清掃活動後の親睦会場と

なった東ヶ谷海岸で、地域の女性が振る舞った無料

の特産鍋に舌鼓を打ちながら、交流を深めました。

■主要事業

第11回表浜自然ふれあいフェスティバル
日時　平成20年9月28日（日）

　　　午前9時～午後1時

　　　※悪天候の場合は11月24日（祝・月）に延期

場所　久美原～大草の表浜一帯

　　　※親睦会場は大草海岸

内容　海岸清掃、地引網（予定）、ビーチフラッグス、特

産鍋の無料提供ほか

目的　表浜海岸の魅力、海岸侵食などの現状を広くＰ

Ｒすることで海岸整備の促進を図る

■推進事業

農村総合整備事業

［大草・高松地区・東部地区］：田原市役所経済部農政課

海岸治山事業：愛知県東三河農林水産事務所

海岸護岸整備［百々海岸］：愛知県東三河建設事務所

海岸進入道路整備［谷ノ口地区］：田原市建設部土木課

森林公園計画［谷ノ口地区］：田原市都市整備部公園緑地課

沿道花壇整備［谷ノ口地区］：田原市都市整備部公園緑地課

【発行】田原市東部太平洋岸総合整備促進協議会（事務局：田原市役所企画課）　〒441-3492　愛知県田原市田原町南番場30-1　TEL0531-23-3507

★表浜情報誌「潮騒」や「協議会活動」に対するご意見・ご要望・ご感想をお寄せください。

この冊子は再生紙を使用しています。

　平成19年からボランティアグループ「虹のとびら」が

中心となって、豊橋市の東細谷海岸から伊良湖岬までの

表浜海岸50kmを、8日間連続で歩きながら海岸清掃する

活動、「表浜BLUEWALK」を始めました。

　豊かな自然が残る表浜海岸ですが、多くのゴミにより

景観や自然環境を損ねている現状を知り、自分たちで実

際に清掃活動を行うと同時に、話題性のある企画をする

ことで、多くの人に関心を持ってもらおうと思いました。

参加者は200名ほどで、学生が中心ですが、海岸を利用

しているサーファーや地域の住民の方も参加してくれて

います。田原市の海岸も清掃するので、皆さんぜひ参加

してください。

　8月の暑い盛りに、50kmも海岸を歩きながら清掃活動

をするのは、体力的にもつらいことですが、自然のすば

らしさを感じたり、参加者同士の仲間意識が芽生えたり

と、充実感を味わっています。

　ゴミを捨てる人よりも、ゴミを拾う人が増えることを

祈って、この活動をこれからも続けていきたいと考えて

います。

　詳細は、「表浜ブルーウォークブログ」をご覧ください。

ı�http://ameblo.jp/omotehama.bluewalk/

第10回
表浜自然ふれあい
フェスティバル

H19
11.10
開催

平成20年度事業計画

表浜BLUEWALK ～表浜ブルーウォーク～　H20.8.9～8.16実施

▲海岸を歩きながらの清掃活動

▲ボランティアグループ「虹のとびら」


